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〈解説〉
⑴ 　地表からの深さが１mずつ
深くなると，標高も１mずつ
低くなります。
⑵ 　ＡとＣの柱

ちゅう

状
じょう

図
ず

からＢの柱
状図を考えます。傾

かたむ

きのない
地層なので，同じ標高では同
じ層が堆

たい

積
せき

しています。標高
に合わせて並べると，Ｂの地
下のようすを推定することが
できます。

⑴　標高にあわせてＢ，Ｃの柱状図をかきま
す。Ｂの地点は標高が115 mなので，標高
が115 mの線から柱状図をかきます。Ｃの
地点は標高が110 mなので，標高が110 m
の線から柱状図をかきます。
⑵　⑴の柱状図から，Ａの地点とＢの地点で
は，凝

ぎょう

灰
かい

岩
がん

の層が同じ標高にあることがわ
かります。Ｂの地点とＣの地点では，凝灰
岩の層がちがう標高にあることがわかりま
す。このことから，地層はＡ－Ｂの方向に
は傾いておらず，Ｂ－Ｃの方向に傾いてい
ることがわかります。
⑶　Ｂ，Ｃ地点の柱状図 
を比べると，凝灰岩の層
はＢの地点のほうが低い 
標高にあります。このこ
とから，南から北に向か
って低くなっていること
がわかります。
⑷　Ｃの地点の柱状図か
ら，泥

でい

岩
がん

の層の下には砂
さ

岩
がん

の層が，５mの厚さで堆積していること
がわかります。
⑸　Ａの地点の地表から深さが38 mの層は，
標高85～80 mにあたります。地層の傾き
を考えると，Ｃの地点の柱状図では標高
95～90 mにあたるので，泥岩の層である
ことがわかります。

 基本のドリル 要点　地層の広がり
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〈〈解答〉〉
⑴

⑵　

⑴　

⑵　①　同じ。
　　②　傾いていない。
　　③　ちがう。
　　④　傾いている。
⑶　北
⑷　①　砂岩
　　②　５m
⑸　泥岩

1

？

A
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕

C
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕

B
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕
〔 m〕

250

249

248

247

246

245

244

246

245

244

243

242

241

240

248

247

246

245

244

243

242

地
表
か
ら
の
深
さ

〔ｍ〕

0

1

2

3

4

5

6

B

A
0

1

2

3

4

5

C

0

1

2

3

4

5

0

1

2

3

4

5

6

6

6

250 m

249 m

248 m

247 m

246 m

245 m

244 m

243 m

242 m

241 m

240 m

〈標高〉

地
表
か
ら
の
深
さ

〔ｍ〕

2 A
0

10

20

30

5

15

25

CB
120 m

115 m

110 m

105 m

100 m

95 m

90 m

85 m

80 m

〈標高〉

地
表
か
ら
の
深
さ

〔ｍ〕

0

10

20

30

5

15

25

0

10

20

30

5

15

25

CB


